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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のをみ
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めた,の-だ
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でしかC01をしないのかというZが[まれるかもしれないが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この-でのCのrのdhはsIJの５I[のX^tのu[にCでイ
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く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３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にとっ
てはいっぱいされるボランティアであるそれにもかかわら
ずの
がにたちのをしてくれているたち
は !や"#とは$%が&いいくらか'も(い
をとても)いグルー
プが*+に,づいていく%-を"#は./も01した2345３あ
たりでたちが67たちの8でさらに9:がスムーズに;くようにハン
ドアウト<=>?@１AをBCするDE23をしていないとはいえFG
HIをJKしながら9:するのでたちはハンドアウトにKかれている
LMをどうNむかあるO/はPQできるこのハンドアウトをもとにさら
にグループでRがどのFGをSうかをきめてインタビューのTれのリハー
サルへとUVしていく
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sする３クラスの６はtクラス８つのグループuvがなされているの
でツアーガイドとなるべく
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はにでzら
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のおということでしたちであるそのあと	
がな
をしたボランティアのらにたちをきすそのあとは
そのをとしてグループごとにキャンパスのでを り
その!"#$となる
グループに%ず&'はが
ついてくれるので()の*+た
ちは,に-.が%/なグループに0
1したり23のクラスのグループ
がどこにいるのかを45しながら
たちのインタビューに01した
りしている
67には'ものたちが&8に9:;に1かないようにクラスの
<3は=<3>をめどに9:;で?@ABにインタビュー<3をめ
どにキャンパスツアーで?@をCてDきながららにインタビューとし
Eりの<3はそのFのパターンを るようにGH6Iしている
JKこのは9:;に(が1ったりLたりするMNでいくらOP"
はQかにRと-.してもかなりにぎやかな２S>がTりUげられるOエレ
ベーターはVわないで２つのWXでP"するRというYZはかなり[\され
ており67たちは１Wから７W８Wまで]^で_け`がるのであと
をついていくのほうが@aそうなbにc8もdeした&'のの
ところへのfgがhiしないようにWのjをみながらすることか
ならず&'はklm?ののとこ
ろへすることをにnえて
あるがoらは6によくたちの
pをCてくれるJK()の*
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u v
けられるとをそろえてっている
の	に
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がノックするのかをしながらなかなかノックで
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ではないか567897:しの;<への=>き?たちが@け
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のMきまでNOしているらしいGHしたすべてのDIのPFのQがた
へのインタビューを$えてしまったがまだRSが:しあるのでもっとイン
タビューにTきたいがどうしようというグループがUVWれるもっとイン
タビューにTきたいといいながらでももうサンキューカードないよととま
どいながらうろうろしているのでカードなくても7XのYZを[わせるので
はないかと\]するとグルー
プでまたどうする^どうする^
といながらもひとりずつ_に
`aをしようとかb[)が`a
をしてもう\!おDをおうとい
いながらH*をまとめたあと
のドアをノックしている
cdのインタビューでは&'たち
はどのe#をがうかをあらかじ
めfめておりそのghを\ij
klしてきているまたQがたか
らのえが?のmっているnoの
p q
ボキャブラリのにないかもしれないこともっているがの	

の 	
をのとしてのでえて
いるが
らのサポートでところどころをしてもらいながらめた
りしているのためにいくつかのグループのインタビューの を
ビデオに!っているが"#して$%たちが&えてきた'(の)*を+,
りに-うのが.いっぱいで/えの01がよくわからないままに2の)*に
む3を4るそれらのことが5いわけではないが6'(768の	
7
6はじめての97というさまざまな:;を<えるとそのような3があっ
ても=>ないだろうむしろそのような3が?@あるにもAわらず
をしBけてCさった	
がたのD0をEFせずにはいられない
キャンパスツアーで Gたちは8HのIJを4たりKHLの

のMをつかまえてもらってインタビューをしたりしてすごすこれもまた
NらにとってはOPQRSであり8T
UVの など G
たちのFWPにはいろいろなX4がYかれているそしてZ[の\]の	

がたは Gたちがインタビューをお^いしてもキャンパスで_`う

のaとしてそれをbったりc
びd%にをすることがないこと
にeしてFfされている
%のghiでのインタビュー
%のキャンパスツアーをjえて 
Gたちはklmnし6jわりの
`7をoうlmがそろっているこ
とをpqしたあとrクラスからs
で-FWをXtしたりuれv
wしvなどがないのをpqし
にKHLの
にグループごとに
おxとおyれのz{し|}につく
~ 
このにはから	
からはがを
にているまたからのがにわれるのでと
の !"#$は%&の'(にとして)*されたほか+
はサンテレビの,&の-.のニュースでも/された
７たちの
01たちの23を4に5き6すことを78の9:の;<がたにお=い
している!"#を>?するまで
の@AのBCについてのDE
FGがHIJKになったか+GがL
しかったか+GがMしかったかNそ
して!にってのDEFインタビュー
してみてのDENをOPに01たち
に5くようQしてもらい4&そのDEをもとに+9:たちとRとの4
STのUしVいをWっているそのUしVいは>?にあたってのXかいYZ
や%のための[\]を^い_そうという`aではあるものの+78の9
:たちは!"#が01たちにとっていかにKいインパクトをWったで
あったか+どれほど!の;<や<たちにDbせずにはいられないかとい
うことをUされるまた01たちのDEcには とてもdeした$と うれ
しかった$というfがghにiく`につくが+それが01たちのjkなD
Eであろうの>?4の !にってみてのDE$のいくつかを
lmにnoするまた>pのDEcのqをrstu２にvQする
wMしかったことはOxの@Aがひとにyじたときですそのときにうな
ずいてくれたのがとてもうれしかったです
w;<のz{でUをしてOxの@Aが|わったのがうれしくてたまりませ
んでした}#l!で~をせてくださったりのをしてください
ました
F N
のにインタビューするときはとてもきんちょうしていたけど
ののときはいいやすくなってきていろいろなにを	せて
もらってうれしかったです

きんちょうしてちゃんとわるようにいうことがむずかしかったです

でもいろいろなのやのにしつもんしていろいろな
えをいてしかった
はくていろんなにえてしかった

ももロシアもおしえてくださってのはやさしい
なといました
サンキューカードをわたすをまちがえてくん
にわれてびっくりしました
そしてわたしなおしてすごくはずかしかっ
たです

スペインでニーニョは の!ニーナは"の!と#えてもら
いました
$の%にある&がおもしろかったです

のイギリスののなどなど'が()あっても*りない
くらいすごかったです

+だからばっかりやるのかとっていたけど,-+
とか./などを01していておどろきました

+2のの34は5にあるかべをたおすという6が78に9って
います
インタビューはとてもうまくいってよかったです
ぼくは
というかべをたおし:;がくなったようになりました

<=だとおもってたがこんなに>きになった

すごくきんちょうしました
まちがえても+さんが#えてたすけてく
れました
#?ににこいといわれたけどぼくはむりだとった

たちにいったことがつうじなかったりしてざんねんなこともあっ
たけどじぶんのったがつうじたときが@Aうれしかったです

でおBさんおCさんといっしょにDEを	にFったこともしかっ
た
GHをみたかったけどミーティングちゅうだったのでちょっとしょっ
くだったけどとってもたのしかった

I J
８としてのりり
１にこのの	の
はいうなればにえる
ながらにしてるではないかとうそして
するがであることにそのユニークさがあるという !"が
#つ$%&%'(をにきるのために)*てている+,たちに
とっては-.してきた/0を1う23であり45が6されつつどきどきわ
くわくして&をに/0でのコミュニケーションの78を9かめられ
る:;であるまたキャンパスの<という=>に?@な23でABから
CれグループでとDにEFをしGしいHIがたくさんあるJ
らはKにLったそのHIしたことをMNOすであろう

のPQやRが+,たちをSかくTえUVやWXのYをどかして
まで+,たちにZる23を[ったり\]から\をしてせたり^の
つつに_`にaえをbえたりまた+,たちにずっとcきdってサポー
トしたりeNができるこののfgはきいとうこの+はこ
うだからといったhiやjklのないeNはmにどの+,にも!じように
noにpきqっている+,たちにとってrstやuvのwのjでも
ない&がuvをRxにkれZる23を[り\yにをしてくれると
いう:;がどれだけあるだろう
は/0EFとしてだけで
は0ることのできないさまざまなHIをz,しているのではないかそのH
Iが{であるかはおそらく+,たち&&によって |なものもあれば}
うものもあるだろうしP~はすぐにはあらわれるものではないかもし
れない
	にの
のあとあてにきたからのVによっ
てわかったSまるエピソードをdえて\をえたいこのVは
のPのからであった
がwにしてってい
る/0EFにgを#たれてwされ+,たちがでインタ
ビューするM+をしておられたその+,たちは/0でのインタビュー
 
のあとでどうしての	になろうと
ったのですかと
ねたというインタビューをけていた	ははのに
がありになるのがだったことでもにってから が!く
なりそのをあきらめざるを"なくなりそれからは#の	になろうと
ずっと
ってきて$で#の	をしていると%したそうだその%を
&いたたちは
わずその'で()をしたそうであるそれを*ていた+
,-.は/0の12が3える45のきさが6に7の8にある9ので
このようにの	が:;に<	の=)をしていることそして<	
がらしい>?さで
わず()をしている'@を*てAがBくなった
というCとDわるこのEFで	まれるGHいをIJするエピソードで
あろう
このK4はLうまでもなくの1Mがインタビューをけてくれ
ることが8NになってOPになるEFであるQくの1MのR によって9
SこのEFがTUされているのは<Vの1MらとWにとってXに
きなYZであるあらためてR いただいた1M[\にYZの]を^べたい
-_のたちにとっては`.のaであるのがそののたちの
bcを*ているとよくわかる４dのTUをeねた/0$fもこのEFが
ghなくiけられるようなjkを6にlえていかなければならないとWは
lえている

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